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資料３熊本県庁舎設計者船越欽哉

熊本において初めて、近代建築を本格的に習得した人物として登場した船越

欽哉の生涯を以下に記す。

ｌ生まれ

船越は文久元年（1861）８月８日い、現在の長野県上田市に士族船越重野の

長男として生まれた2)。父重野は明治22年（1889）から明治25年（1892）まで

初代の上田町長を務めた３１。船越の履歴書には明治26年１月21日除服出仕とあ

る4）ことから、父重野はこのころ死亡したのかもしれない。

２熊本洋学校

船越は明治６年、熊本洋学校に入学する５１。このとき12才ということになる。

熊本洋学校の存在を船越がいかにして知り得たかは不明であるが、－年上級に

1人、同学年に２人長野県出身がいる6)こと、明治４年２月には、熊本から

養蚕を学びに上州、信州に派遣されたそのうち－部の人が上田を訪れているこ

と7)から、彼らから熊本洋学校に関する何らかの情報がもたらされたのでは

ないかと考えられる。

１年が終了した時点での成績が、熊本で発行された白川新聞に掲載されてい

る81゜それによれば船越は同学年の学生18人中「文字綴書」３番、「讃方井文

典」１番、「習字」３番、「小算（原文は異字）書」１番と優秀な成績であった。

同新聞には２年終了した時点の学生の習得科目として「大算書並代数」「地理

書歴史」「作文」「英話」９１，３年終了した学生の習得科目としては「算課代数

幾何」「窮理書」「作文」「英話」があげられていてloi、船越は３学年まで在学

したとすれば、これらの科目を修得したものと考えられる。船越の学年である

第三期生は、明治９年９月、３年で卒業となっている''１・

熊本洋学校の生徒の一部は、後に、キリスト教を奉じて熊本バンドと呼ばれ

るグループを結成し、それが原因となり、洋学校は閉鎖される｡船越の名はこ

の熊本バンドの中にもその反対派であるメンバーの中にも見当たらない'2)。

３工部大学校

明治１０年１月11日工学寮は工部大学校となる'３１．前年まで学生は官費であっ
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たが、この年から私費の学生も受け入れることとなった。官費33名、私費13名

が入校している'4)。船越は同年私費入校する15)。

工部大学校の修業年限は６年で、最初の２年間が予科学、次の２年間が専門

学、最後の２年間が実地学と分けられていた'6)。船越は、明治12年、専門学に

あたる３年生の時にコンドル設計の開拓使物産売捌所（明治13年７月完成）の

うち、食堂のマントルピースの図面を作成している17)。

卒業論文の表題は「AnEssayonTheAdoptionofTheEuropean

ArchitectureinJapan」（英文)、卒業設計は「DESIGNfbraMUSICHALL」

(図１）である'8)。卒業は明治16年５月15日である'9)。

;いて￣い季示い'
ご}。……MUslcHALL
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図１船越欽哉卒業設計（４枚のうちの１枚）

なお、熊本洋学校に在籍し、その後工部大学校に進んだ人物は、土木科を明

治14年に卒業した高田雪太郎、機械科を明治15年に卒業した中原淳蔵がいる。

高田雪太郎は熊本洋学校の第二期生、中原淳蔵は第一期生である20)。

４京都府

工部大学校を卒業した日から－週間後の５月22日、東京において、京都府知

事北垣国道から、土木科出身の田辺朔郎とともに京都府御用掛を命ぜられ、採

用になる21)。田辺朔郎は、琵琶湖疎水建設の指揮者として名高く、在学中から
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琵琶湖疎水について研究していた。船越については、そのような関係は不明で

あるが、北垣国道が、明治１０年５月から明治11年４月まで熊本県の大書記官と

して在任していた221期間中、船越のことを知り得た可能性は考えられる。な

お、卒業直後、国の組織以外の組織に就職したのは、造家科では船越が初めて

である231．

明治16年６月１２日土木課営繕掛勤務となる2ｲ'が、当初、具体的担当はな

かったようである。同年９月22日府庁舎及び議事堂担当となる251。京都府庁舎

はそれまで二条城内にあり261、庁舎建設の必要に迫られていたものと思われる。

しかし、明治17年１月には京都中学校を使用することになったとの報道が現れ

る27'。結局庁舎新築は実現せず、現在も残る明治37年末竣功の庁舎まで待たな

ければならなかった281。船越は、明治17年５月末一旦辞職するが、直後の６月

初めには再び採用になる羽!。この行動は府庁舎建設の動きと何らかの関係があ

るのかもしれない。

その後、京都府における船越の名前は、明治17年度の北桑田郡庁舎や京都中

学校、三山木中学校の建設の起案文書に営繕掛の一員として印鑑が押されてい

るのが確認できる301．明治18年３月には京都府立中学校の講堂及び体操場の小

屋組について知事宛の意見書を出している３１１。そして直接担当したとわかるの

は護王神社の建設である321。しかし、船越はその完成を待たず羽)、明治１９年３

月13日付けで辞表を提出し同月18日付けで退職している鋤)。

５創立時の造家学会

建築雑誌増刊「日本建築学会120年略史」では船越は創立者26名の－人とし

て顔写真が掲載されている351．造家学会の創立時には妻木頼黄、森川範一、久

留正道、河合浩蔵の４人の発起人兼幹事が22名に回状を出し、計26名が創立者

となっている361．明治19年３月15日（建築雑誌第一号及び25年記念誌は３月１５

日、５０年略史及び120周年史には３月20日とされている）の創立に関する相談

会には出席していない371。

６その後の造家学会及び建築学会における活動

船越の同会の以後の活動についてはここでまとめて記す。船越は、造家学会

創立者の－人とされているが、創立期当時は京都府をやめ、熊本県に採用され

る時期と重なる時であり、会議に出席していない。以後、転居届はこまめに提
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出しているが、東京在住期間があまり長くなかったせいか、建築雑誌で見る限

り、学会活動に熱心だったとはいえない。会員（准員）の紹介は、明治33年に

勤務先の呉鎮守府の部下を１人、明治40年以降は大林組の技術者を中心に明治

40年４人、明治41年３人、明治42年４人、明治44年1人と他の会員に比べそれ

ほど多くはない。

通常会では演説を２回行なっている。明治25年６月１５日「漆灰工｣銘：と

明治30年12月13日「朝鮮家屋の話｣391である。

明治30年５月には始めて評議員に当選するが、海軍に任用される時期と重

なったためか、毎月行なわれる役員会には１０月、12月に出席したくらいである。

そして半年の任期を終え、次期は再選されていない。また、明治37年11月14日

に評議員に再び当選するが、３８年１月には辞任している。その直後大阪に転居

し、同年末に大林組に入社しているｲo)ことから、明治37年末頃大林組から勧

誘があったことを伺わせる。

しかし、学会で行なった募金には、よく応じている。明治30年建築学会が事

務所を設置するため寄付を募った際は50円、同期の瀧大吉が死亡し、遺児育英

資金を募集した際は25円を寄付している。

大正11年の死亡時には、経歴の紹介も追悼文も建築雑誌には掲載されていな

いり1)。

７熊本県

明治19年４月１日付けで熊本県庁に採用になり、准判任御用係、月俸60円、

土木課勤務、臨時建築委員となった'２１。熊本県は、本文２－３－１で述べた県

庁舎を新築するため、船越を採用したものと思われる。それまでの熊本県庁舎

は旧熊本医学校の建物を改修したものであり、その場所は、かつて船越が在籍

していた熊本洋学校の隣接地であった。

採用にあたり、熊本県は、出身地である長野県令、前勤務地の京都府知事、

その前の居住地の東京府知事あて、船越の採用を差し支えないかどうか問い合

わせている431･長野県令木梨精一郎からは、出身地は熊本県が書いた水内郡飯

山町でなく、小県郡上田町であること判、東京府知事高崎五六からは、東京府

御用掛妻木頼黄も推薦している旨の回答が届く45)。

船越は、辞令が交付された当日から県庁舎移転候補地を見学に行っている新

聞記事がある46)ことから、４月１日以前に熊本に到着していたことになる。

６月には、設計が出来上がり、県庁舎及び警察署新築のための予算が臨時熊
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本県会に提出される。審議の過程で船越は、県庁舎と警察署は木製で西洋風で

あることや天井は漆喰仕上げであること等を説明している471．

庁舎建設が本格化した８月28日京都府知事北垣国道から、熊本県知事富岡敬

明に、親展で、京都府においては種々の建築工事を予定しているので、船越を

早く譲り渡してほしいという趣旨の手紙が届く４８１。それより前に一度電報で問

合せをしたが、改めて書面で問合せ、譲り渡しの時期をはっきりしてほしいと

やや強引な内容となっている。これに対し熊本県側は、こちらも建築工事を予

定しており、要望には添いかねる旨の返答をしている19)。当時京都府は師範学

校の建設予定があった50'が、熊本県側は県会議事堂5'1が念頭にあったのでは

ないかと考えられる。

９月４日には、熊本県は船越を引き止めるかのように二等技手とする52)。明

治19年９月11日「府県官制第13条ニ依り技手ヲ置キ土木技術事項ヲ取扱シム其

官等俸給ハ本年四月勅令第)''八号技術官官等俸給令別表ノ通」と定めさらに

｢但士木課二技手ヲ置クトキハ其技術二係ル事項ヲ分掌セシム」とし、技術的

な事柄は船越に権限を与えている531．

新熊本県庁舎は、明治19年12月には完成し、年末から移転が始まり、明治２０

年年始には開庁式が行なわれる。この完成から間もない明治20年１月31日付け

で、船越は熊本県庁を退職している卸。熊本県庁在任期間は僅か１０ヶ月であっ

た。

８日本土木

結局、船越は京都府に戻らず、明治20年３月設立された日本土木会社に入社

する弱1゜熊本県庁が工事中であった明治19年１１月１２日及び13日の２日間大倉喜

八郎が熊本に来ている”が、この時は接触の機会はなかったようであり、日

本土木には、大倉組のルートでなく、京都府にいたときの関係か藤田組のルー

トで入った57’ようである。この会社で担当したことがはっきりわかるのは明

治20年頃の大阪の高麗橋電信分局581である。日本土木のことは本人の履歴書

に全く書いてないため、日本土木にいつまで在籍していたのか不明であるが、

建築雑誌に掲載された転居の記事では明治21年秋から明治22年前半にかけては

長崎にいた。明治22年11月の「建築雑誌」「雑報」欄に「従來大阪府下へ居住

ノ虚此程帰京セラレタリ」とあること及び翌年１月29日には内務省に採用され

ていることから、明治22年秋に日本土木を辞めたものと思われる。
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この間、明治20年10月１８日には、帝国大学から工学士の称号を受ける59)。

９内務省

明治23年１月29日内務省に採用になり、内務技師試補となる60)。コンドル設

計の海軍省庁舎を内務省で担当していた渡辺譲が、清水組に転出したため、明

治24年からその後任となる6'１。この庁舎は明治27年１０月完成する（現在の農林

水産省の位置にあり当時は、司法省、裁判所と並んでいた62)63))。

明治28年４月からは外務省から朝鮮国京城領事館の設計及び工事監督担当を

嘱託される")（図２）が、明治29年11月24日内務省を非職65)となる。この当時

３人の技師がいたが妻木頼黄だけは内務省土木局技師兼大蔵省臨時葉煙草取扱

所技師として残り66)、河合浩蔵は明治29年４月から大阪控訴院及び大阪地方裁

判所庁舎の担当を嘱託されていたが、船越と同日非職となる。そして'１月30日

には大阪控訴院詰となった67)。

船越の外務省の嘱託も明治30年２月20日に終っている681。

図２京城領事館691

１０海軍省

明治30年５月31日海軍技師となり、臨時海軍建築部部員となる70)。明治31年

３月12日横須賀鎮守府建築科長を兼務となった後、同年８月26日渡辺譲の後任

として呉鎮守府経理部建築科長となる71)。明治36年11月10日には文官分限今72）

第11条第１項第３号（官制又は定員の改正により過員を生じた時）により休職
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となる73)。このときＴ部大学校同期で長く海軍にいて、当時は佐世保鎮守府に

いた森川範一も同時に休職となっている。ロシアとの対立が不可避とならざる

を得ない情勢の中で、その前月の１０月海軍丁廠条例が公布ざれ各鎮守府に工廠

が設置されることとなったことと関係があるのかもしれない。休職満期の２年

後明治38年11月９日に森川範一とともに退職となる7ｲﾉ。

lｌ大林組

明治38年11月呉鎮守府退職直後、船越は大阪の大林組から技師長で迎えられ

る７５)。入社当初は、大林芳五郎社長とともに受注確保のため渡韓している洞が、

その後どのような仕事をしたのか明らかでないが、明治43年の「島商会」は船

越による設計の可能性がある建物として先年報道771されたことがある。その

後病を得て大正２年に退社する?３。
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図３鴫商会（大林組蔵〕

１２その後

大林組退社後もしばらく関西に住んでいたが、大正４年東京に戻ったね)。大

正７年には雑誌「建築世界」に「建築一私見」と題する評論を書いているso)。

その中で船越は、ここ二三年病気で建築界とは遠ざかっていること、１０年ばか

り請負業者鰯ところにいたので自分の設計した物は少ないこと、大阪は大建築

以外では東京より優れているものが多い、京都は（近代建築を建てるのでな
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<）苦のままでおきたい等と述べている。

大正11年９月20日没する。６１才であった8m･

船越の生涯をまとめたのが表ｌである。

船越欽哉の経歴表 １

［
。
■
・
・
召
・
・

一
・
一
｜
呂
呂

’二件同工学専門私費入校１１】し付けられる

Aih業､k,11卒業紛文は本文参１Ｍ

THBIlWIW庁舎並び'二廻珊z篭鎚築俶1割

よ】１倍)熊本IWWsIkfIII級HＯ

IIDI2004

［(蛭l`,I)｣IU11rf麹田｢区１１Ⅱ町１６

(⑭届)東jlrMY慰町Ⅸ几園町１３４

内務阿乎技師土木、動溺

陶ｌ県和歌111県へ111銀

(現rE)IAl励行上木周技師國町区平川町6-32

JRI系学会通徽会孤脱「漆Ｌｋｌ」

Ｘ賊散,ＩＦ郎設ｆ及びＴｐ脇監RlII

：：
(lI1IjlDAilij甲行採１

Ｂ松本徳太郎圏纂

渦】I(技師．囲時胸1M麹築郁々且

蝋須賀敏彦T府建築科没兼務

述築'謬会演説「朝鮮泉墜の鑑」

呉鋭Tlrf紳犀部述築科及

(現代)'卜込KrIT’町1４

(現(1)人匝'１】梨区船越町2-195

(gl7L)大阪TIT東Ⅸ船越ﾛJ1-11B

IHi会礼屋(人一）

(現代)l9MU巾之ﾛ｢来』-26-40

(現7｢)麻iI区本村ﾛ｢ＷＩ

(現rL)芝Ix-IH功遡町２４

胖泊「逮繁私見」

掴□Ｅｈ』［ｌｑ－

B松本徳太郎圏纂「明治.i(鑑jIl)１桁25年Ｃ白川新ｌＢＩＩ第３研明治7年9Ⅱ
D篠111-人監修「熊本バンド研究」みすず書風昭和40年中杉）↑六郎箸「熊本
洋学校」EW1il:部大学校史料網凝衡「箇工部人学校史料」復刻版青史社1978年
Fji(縦滋賀新側11）I拾16年5Ｈ３０ＩｌＧ【建築雑踏」咽刊「１１本建築学会120年略史」
第122集第1556時2007年１月Ｈ熊本Wi間明治19年6ｋｌｌ６ｐＩ「趣築縫漣」
J内閣発行「職風録」Ｋ「職員進退録」防衛研究所蔵Ｌ官報
Ｍ「建築学会会且住所姓名表(明39以降は姓名録)」Ｎ「大林組70年略史」
Ｏ産綴新IH1200MF2月ｌ４ＬｌＰ白杉幽明三「凹囲70年大林組とともに」
Ｑ「述築世界１節20巻第5吋
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(lI1IjlDA海甲行採n1の際の本人脳歴杏「明治30年職員進退録共14-6」Iilj術研究所蔵

年 西暦 ｌＬＩｐ Ⅱ１曲

文久ﾉ亡ｲＩ 1８６１ 8川８日 ｲﾖ濃国ﾉl､uR郡上、に生まれる ＡOＢ

明治６４ 1８７３ 8月 熊木洋学校入学 Ｃ,、

明ifilOq 1８７７ ６月５１１ １２作同より工学専門私機入校申し付けられる Ａ

AIR業投ill卒業論文は本文参照

明治16ｲＩ 1883 ５月１５日 1二部大学校卒業 Ａ・Ｅ

Wl拾16句 1883 51J２２日 京INJ府御１１１掛 Ａ,Ｆ

1列拾161Ｆ 1８８３ 9川２２， 肛郁府府庁舎並びに遡鞭堂鎚築担当 Ａ

明治19ｲド 1８８６ ３月１８日 j;(lHj府辞職 Ａ

明論19年 1８８６ ４月９Ⅱ 適家学会設立劇iY会員 Ｇ

明治19年 1８８６ ４月１１１ 熊本県御用掛士木課勤務 Ａ

熊木ｌＷｉ圏舎等担当 Ｈ

明治19年 １８８６ ９月７日 (又は１１日)熊本県室等技手１１｣級俸 Ａ

明治20年 1887 １月３１［Ｉ 熊本県辞職 Ａ

(低居)大阪府下藤、紺(注この頃日本土木

会ﾄﾞﾋに入社したものと思われる）

I明2004

大阪IIT下商圏機慮慣分局設計担当 I明2009

明袷20年 １８８７ １０月l８ｐ 帝国大学総長よりＴ孝一fの称号認許 Ａ

明治21年 1888 (紘居)佳崎江戸町日本｣二水会社111張所 I明2011

明治22ｲド 1889 (砿勝)及崎滋本博多町10番戸松尾喜八郎力 IIyl2207

(極居)東京府芝区佐久l1il町2-18僧濃麟方 I明2211

明治23年 1890 １月２９日 内臓省内筋技師補 Ａ

WI治23年 1８９０ lＩｌ３１Ｂ 内務省本月工事Ｌ製図鰯託 八

(鮭騰)東京府京橋区１１Ｉ下pJ12梛館 11】１１２３０２

(鮖居)来京府赤坂1Ｋｍ町5-14 l明2303

明治23ｲ1ｔ 1890 ３月２６m 内務省I:木局勤務 Ａ

(伝居)来乃(府麹町区W(町1６ I明2306

(蛭居)束X(府麹町区jご圏町1-34 I明2307

明治2341 1８９０ １２月22日 内務四聯技師土木同勤務 Ａ

明治24列 1８９１ 埼鷲県、和歌山県へ出銀 Ａ

Wl袷254 1８９２ l)111」 (現、内務省土木周技師國町区平川町6-32 JBlI25

F1治254 １８９２ ６月１５[］ 造家学会通常会演鋭「漆灰１２」 I明2510

明治27年 1894 １月１日 (現在)内臓省土木局臨時建築掛技師迩町区

允圃町1-27

J明2７

明治28ＩＩ 1895 4ｊｌ９Ⅱ 京城散り｢館設計及びＴ調監督担当 Ａ

明治29ｑ 1896 １１月24日 非職 Ａ

明治3Ｍ 1897 ５月３１１１ 海)M技師、醸時海M1蝿築郁々員 KIlIl30

明治31年 1８９８ ３月１２日 横須賀鎖守府建築科投兼務 KIyl31

巡築学会演説「朝鮮家墜の麓」 I明3109

明治31句 1８９８ ８月２６ロ 呉鎖守府経理部建築科長 K明3１

明治36ｲＩ 1９０３ １１月ｌＯｕ 休職 L明361111

明治37fｌ 190凶Ｉ １１月５LＩ (現代)牛込1K市ヶ谷富久町1４ Ｍ3７

明治38, 1905 １１月９日 休職胸191退職 KW138

明治3861 1905 11月 大林組人社技師長 Ｎ

明治39年 1906 11月24ｔＩ (現（[)大阪市東区船趣町2-195 Ｍ明3９

明治40年 1９０７ １１月５m (現ｒＥ)大阪市東区船越nJ1-118 Ｍ明4０

明治43ｲ１ 1９１０ 頃 烏IIli会ﾈﾋ屋(大阪市)投計 ０

大ｕ 2ｑ 1９１３ 5月 大林組退社 Ｐ

大'１ 3(Ｉ 1９１４ １０月２５m (現ｲｐ堺IIiIt｢之ﾛ｢東3-26-40 Ｍ大３

犬、 4（Ｉ 1９１５ １１月２５日 (現在)麻布区本村IlJWl Ｍ大４
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１３船越欽哉が熊本において果たした役割

熊本県関係の文書では明治４年１１月27日に制定された「県治条例」の一部で

ある「県治職制」に租税課の職務として「営繕」という言葉がある８２１。

当時から、県庁においては建築に関する何らかの仕事があったものと考えら

れるが、どのような人物が担当していたのか不明である。組織として営繕部門

が確認出来るのは明治15年３月23日「熊本県各課署事務章程」により土木課の

中に営繕係が設置されたときが最初83'である。初代の係長は不明である。こ

の期間どのような経歴や教育歴を持つ人物によって第２章（２－２－２）で述

べたような県の建物が建設されたのか不明である。

そのような状況下にあって、前述したように船越は熊本に初めての本格的近

代建築をもたらしたがそれと同時に熊本県の建築関係職員にも教育効果をもた

らしたものと考えられる。

その代表例は早川喜三郎である。船越とともに県庁舎建設に携わった早川は、

明治13年には出納課勤務鯛'であったが、県庁舎建設が始まる頃は警部補であ

り”元々建築技術者ではない。しかし県庁舎建設が終り、明治20年３月31日

には警察職員をやめ、土木課勤務帥となる。そして、明治22年１月には朝市

場工事監督となり871、さらに同年11月には県会議事堂工事建築係主任881として

紹介されている。この議事堂は、県庁舎と異なり中央部分の突出はないが、両

翼の突出がある89}。また明治21年頃完成とされる長野県会議事堂に似ている901゜

この当時これらの建物については一定の約束事があったのかもしれないがその

解明は今後の課題である。翌年明治23年１１月の通常県会では郡役所等の建設に

関する答弁を行なっている'1:。さらに早川は明治24年には建築工事監督の名人

と報道されるようになる921・船越が熊本県庁を去った後、建築技術陣を率いた

のは早川であった。早)Ⅱの仕事は県会議事堂以外は不明であり、県会議事堂も

外観を見ると特に優れた建築とはいい難いが、議場の大空間の実現等船越の影

響があるのではないかと考えられる。

船越は僅か１０ケ月の熊本滞在であり、その間県庁舎の建設に専念したと思

われるため、他の建築技術者に顕著な影響を与えたことを証明することは困難

である。第一番の業績は、熊本に本格的近代建築を現出させたことに尽きると

考えられる。
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注

ｌ）明治30年５月７日付け本人履歴書「明治三十年職員進退録共十四六」防衛省防

衛研究所図書館蔵この履歴書は非職内務技師であった船越が海軍技師に任用される

起案文書に付けられている。なお、旧名は金彌である（松本徳太郎編纂兼発行「明治

宝鑑」明治25年、ｐ610）

２）県政資料９－５３ｐ６６熊本県立図書館蔵明治19年熊本県が船越を採用するにあた

り長野県への照会に対する長野県令木梨精一郎から明治19年４月15日付けの熊本県令

富岡敬明に対する回答書

３）藤澤直枝箸上田市編輯「上田市史』大日方利雄印刷兼発行昭和15年ｐ579、上田

市誌編さん委員会編集『上田市誌近現代編（１）新しい社会を求めて」上田市、平

成14年ｐ6０

４）前掲注ｌ）履歴書

５）白川新聞第３号明治７年９月発行の「學校録事」に「洋學校生徒等級進退ノ縞

三年生癸酉九月始業第一周年卒業」として生徒の科目ごと（文字綴書、讃方井文

典、習字、小算（原文は異字）書）の成績が記載されている。癸酉は明治６年

６）白111新聞第２号明治７年９月及び前掲注５）白)Ⅱ新聞第３号

７）前掲注３）のうち「上田市史jpl340、米村武夫『熊本縣蚕糸業史」熊本県蚕糸振興

協力会昭和30年ｐ2７

８）前掲注５）

９）白川新聞第２号明治７年９月

10）白川新聞第１号明治７年９月６日

11）同志社大学人文科学研究所編「熊本バンド研究」みすず書房、1965年ｐ204

ただし、この記述の根拠として注記されている「池田朔風「熊本洋学校」「九州新聞」

連載、大正１０．１１．１９より」には第二回生の卒業のことは書かれているが、第三回生

の卒業のことは見あたらず、明治９年９月には洋学校が廃止になったことが書かれて

いる。（同連載２２同年12月10日）

12）前掲注11）ｐ４には熊本バンドのメンバーとして６種類の考え方があるが、同書で

は40名を熊本バンドの構成員と見なしている。その氏名は同書のｐｐ２９から32に掲載

されている。また反対派のメンバーは同書pl83oまた後に述べる中原淳蔵、高田雪太

郎の２名も両者のグループには名前がない。

13）蕾工部大學校史料編纂會「蕾工部大學校史料」虎之門會昭和６年の復刻版「旧工

部大学校史料・同附録ｊ青史社1978年ｐ120

14）前掲注13）pl21

15）前掲注ｌ）履歴書

16）菊池重郎「『工部大學校學課並諸規則』解題」明治文化全集第28巻農工編日本評論社

平成５年ｐｌＯ
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17）遠藤明久「開拓使物産売捌所設計者コンドル（その２）開拓使物産売捌所の研究・

第３報」日本建築学会論文報告集第１００号昭和39年７月ｐ75同「開拓使物産売捌

所と工部大学校生徒開拓使物産売捌所の研究・第４報」日本建築学会論文報告集

第102号明治39年９月ｐ51

18）東京大学工学部建築学科図書館蔵論文は英文39頁図面は４枚で正面図、側面図、

１，２階平面図、断面図があり、原図は約64ｃｍ×98ｃｍでＢ１を一回り小さくした大き

さである。

19）「読賓新聞」明治16年５月17日、「東京日日新聞」同年月日

20）前掲注13）pp350～351、前掲注６）及び10）

21）京都府庁文書明16-19「明治十六年官員進退帰省罰俸録」京都府立総合資料館蔵

前掲注ｌ）履歴書京都滋賀新報明治16年５月30日

22）戦前期日本官僚制研究会編／秦郁彦署「戦前期日本官僚制の制度・組織・人事』東

京大学出版会1981年ｐ89では「明治１０年４月熊本県大書記官、明治11年７月内務少

書記官・庶務局長」と記載されている。一方、熊本県総務部地方課編集兼発行「熊本

県市町村合併史」昭和44年pl67では「大書記官北垣国道は既に４月29日内務少書記

官に栄転し」との記述がある。

23）近江栄＋堀勇良「日本の建築［明治大正昭和］第２巻様式の礎」三省堂昭和５４

年以下このシリーズの各巻、小野木重勝「皇居造営組織と技術者構成」日本建築学会

論文集第195号昭和47年５月等

24）前掲注21）京都府庁文書16-19、前掲注１）履歴書、「京都滋賀新報」明治16年６月

１４日

25）これは本人の履歴書（前掲注１））に記載されているが、京都府の記録（前掲注21）

には記載されていない。しかし「京都滋賀新報」明治16年９月22日には「京都府礒ハ

今度愈よ建築ざる、ことになりし趣きにて昨日土木課誉繕掛船越御用掛ハ右に付其下

調べを命ぜられたり」という記事が掲載されていることから、正式の辞令はないが、

このような動きがあったことがわかる。

26）村田治郎、川上貢「二条城二之丸殿舎貞享度破損見分ならびに修理」日本建築学会

論文報告集第55号昭和32年２月ｐ113,京都市『京都の歴史８古都の近代」

（株）學藝書林昭和50年ｐ54

27）「京都滋賀新報」明治17年１月25日

28）石田潤一郎『都道府県庁舎その建築史的考察』思文闇出版1993年ｐｐ２８４～290

29）前掲注ｌ）履歴書京都府庁文書明１７－１４「明治十七年官員進退帰省罰俸録」京

都府立総合資料館蔵「京都滋賀新報」明治17年５月29日、同年６月６日

30）京都府庁文書17-47「明治十七年北桑田郡臓舎建築一件｣、同17-48「明治十七年

度京都中学校建築一件｣、同17-49「明治十七年三山木中学校建築一件」いずれも

京都府立総合資料館蔵
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31）前掲注30）中「京都中学校」の件に「中学校講堂井二体操場小屋組意見書」として

収められている。

32）京都府庁文書明18-45「護王神社造営一件」京都府立総合資料館蔵

33）「中外電報」明治19年８月24日によれば完成は明治19年９月の予定

34）前掲注ｌ）履歴書、京都府庁文書１９－７，８「明治十九年官員進退綴｣、同１９－２０

「明治十九年中官員進退帰省罰俸録｣、同19-20「退職者履歴書」

35）「建築雑誌」122巻1556号それ以前にも学会創立25周年時の「建築雑誌」２５巻292号

1911年４月、「建築學會五十年略史」昭和11年にも建築学会創立者として顔写真が掲載

されている。

36）前掲注35）pl8

37）前掲注35）「建築學會五十年略史」

38）「建築雑誌」第70号明治25年１０月pp289～301

39）「建築雑誌」第141号明治31年９月pp267～288

40）「大林組70年略史』大林組昭和36年ｐ23、pl48

41）「建築雑誌」第438号大正11年12月

42）前掲注ｌ）履歴書、「県政資料９－５４」熊本県立図書館蔵（以下同じ）

43）「県政資料９－５３、目録明治十九年」「県政資料17-38、雑款鎭台府県裁判所來翰

十九年全」

44）前掲注43）

45）前掲注43）

46）「熊本新聞」明治19年４月２日

47）「熊本新聞」明治19年６月16日

48）前掲注43）「県政資料９－５３」

49）前掲注43）「県政資料９－５３」

50）「中外電報」明治19年８月24日、「日出新聞」明治１９年８月24日洛東吉田村に煉瓦

造の建物を造る予定となっている。

51）明治22年完成

52）前掲注１）履歴書、「県政資料９－５２」「任免明治十九年」

53）「県政資料12-61」「熊本県廠中達」

54）「県政資料９－５７」「職制任免官員、教員、諸雇明治廿年」

55）「大成建設社史』昭和38年ｐ69に日本土木会社の技術陣のメンバーとして名前が挙

げられている。入社の日付は不明である。

56）「紫漠新報」明治19年11月14日

57）「建築雑誌」明治20年４月の会員転居欄の転居先住所が「大阪府下藤田組」となって

いる。

58）「建築雑誌」明治20年９月大阪府下高麗橋電信分局新築受負人は日本土木会社
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建築師は同社船越欽哉となっている。

59）前掲注ｌ）履歴書

60）前掲注１）履歴書及び「明治宝鑑｣p610なお、藤森照信「エンデ・ベックマンによ

る官庁集中計画の研究その５建築家及び技術者各論」日本建築学会論文報告集第281
．イマ

号昭和54年７月pl78では船越欽也が入ったのは明治23年７月頃とされ、その注54）

ではその根拠として「官員録」をあげているが、それに続け「実際はこれより少し早

いと思われる｡」としている。

61）（社）工學會（財）啓明會著作兼発行「明治工業史建築編」昭和２年ｐ195

62）藤森照信「エンデ・ベックマンによる官庁集中計画の研究その３廃局へ」日本建

築学会論文報告集第273号昭和53年11月ｐ148

63）藤森照信「エンデ・ベックマンによる官庁集中計画の研究その４建築各論」日本

建築学会論文報告集第280号昭和54年６月ｐｌ８６海軍省の写真は高杉造酒三郎編輯

兼発行「明治大正建築嶌眞聚覧」建築學會昭和11年ｐ74にある。

64）前掲注１）履歴書

65）前掲注１）履歴書

66）明治30年版「職員録」ｐ５Ｌｐ８２

６７）坂本勝比古「日本の建築明治大正昭和第５巻商都のデザイン」三省堂昭和55年

pl78

68）前掲注１）履歴書

69）『京城案内」京城府教育会大正15年ｐ３３この写真には「京城府癩薑臓舎」と書

かれているが、その説明には総領事館が明治28年この地に移転してきたと書かれてい

る。外務省外交資料館蔵「外務省警察史第３巻１元韓国ノ部」不二出版1996

年ｐ369には同一建物の写真があり、「明治29年建築京城帝国領事館」と書かれている。

70）前掲注ｌ）「職員進退録」

71）「明治31年職員進退録共１８１３」防衛省防衛研究所図書館蔵

72）明治32年３月27日勅令第62号文官分限令官報第4718号明治32年３月28日

73）官報第6109号明治36年11月11日

74）「明治38年職員進退録18」防衛省防衛研究所図書館蔵

75）「大林芳五郎傅」大林芳五郎傅編纂會昭和15年ppl76～178『大林組70年略

史』大林組昭和36年ｐ23

76）『大林組70年略史』大林組昭和36年ｐ23

77）産經新聞大阪版平成13年２月14日

78）白杉嘉明三「回顧70年大林組とともに」大林組昭和43年ｐ60

79）「建築雑誌」大正４年９月転居欄

80）「建築世界」第20巻第５号建築世界社大正７年５月ｐｐ３～4

81）「建築雑誌」437号大正11年11月本会記事
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82）熊本県総務部地方課編集兼発行「熊本県市町村合併史」昭和44年、plO2

83）前掲注82）pl72

84）水島貫之編輯「熊本県職員録」明治１３年10月出納諜等外四等となっている。

85）「県政資料９－５４」明治19年３月10日臨時建築委員に任命され、そのとき警部補だっ

た。

86）「県政資料９－５７任免官員、教員、諸雇明治20年」

87）「九州日日新聞」明治22年１月17日

88）「熊本新聞」明治22年１１月20日また、県庁舎建設に携わった松原元三も県会議事堂

建設に携わる。

89）「｢熊本新聞」明治22年11月20日には正面図及び平面図が掲載されている。

また「熊工百年史」熊本県立熊本工業高等学校創立百周年記念事業期成会平成１２

年ｐ48には同校が設立当初県会議事堂を借用していたためその写真が掲載されている。

90）村松貞次郎「日本近代建築史ノート』世界書院昭和40年ｐ53に立石清重設計明治

21年頃の建築として写真がある。

）「九州日日新聞」明治23年11月21日、２７日、１２月２日、９日91）「九州日日新聞」明治23年11月

92）「熊本新聞」明治24年８月５日
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